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まえがき
　富士山は2013年（平成25年）6月にカンボジアのプノンペンで開
かれた第37回ユネスコ世界遺産委員会で世界遺産となりました。登録
された名前は「富士山－信仰の対象と芸術の源泉」です。
　富士宮市には、世界遺産としての富士山の価値を表す文化財（構成
資産といいます）が6つあります。
　この冊子は富士宮市内の小学5年生から中学3年生までのみなさん全
員に配られています。

作製するためのお金は「世界遺産富士山基金」といって富士山の環境
を守ったり、富士山を後世に伝えていくために設けられた積立金を使
いました。そして、このお金はこの趣旨に賛同してくださる多くのみ
なさんの寄付で成り立っています。
　そのようにしてつくられた冊子は、みなさんが世界遺産富士山のこ
とをもっと知るきっかけになり、富士宮市をもっと好きになってもら
えるように願って作製しました。
　ですから、みなさんはぜひ一度はこの冊子を持って、次のページか
ら紹介している場所に行ってみてください。

　　　　　　　　　　　　　　　　令和３年３月
　　　　　　　　　　　　　　　　富士宮市企画部富士山世界遺産課

富士山の神様

富士山の神様は時代によっていろいろな名前で

呼ばれてきたんだ。名前はちがっても同じ神様

だと考えられているよ。

あさまのおおかみ

浅間大神 浅間大菩薩
せんげんだいぼさつ だいにちにょらい

大日如来
コノハナ
サクヤヒメ

一番古い名前
神社での名前

お寺での名前神様と仏様が一緒に
まつられた時代の名前

富士山信仰の歴史

昔の人たちは、富士山が噴火するのは火の神様「浅

間大神」が怒っているからだと考えました。人々は

神様の怒りをしずめるために山のふもとに浅間神社

を建てて、富士山を拝みました。

富士山の噴火がおさまると、富士山の神様や仏様か

ら力をもらおうと、富士山に登って修行しました。

村山には、修行のために多くのお坊さんが集まりま

した。

山宮浅間神社  →　　　　ページ

大宮・村山口登山道→　　　　ページ

人穴富士講遺跡→　　　　ページ 白糸ノ滝 →　　　　ページ

富士山を拝む
時代

富士山で
修行する
時代

一般の人が
登山する
時代

富士山本宮浅間大社→　　　　ページ

村山浅間神社→　　　　ページ

富士山で修行をした長谷川角行の教えを受けつぐ人

たちが「富士講」をはじめました。富士講は、富士

山に登って拝むと幸せになれるという富士山信仰で、

一般の人に広まりました。そして今も多くの人が登

山します。
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オールコックは初めて富士登山をした
外国人です

お浅間さんにお参りし村山で
一泊してから富士登山は始まりました

強力にコーヒーやビスケットを担いで
もらい苦労して登山を続けます

無事に山頂に着きシャンパンで乾杯
しました
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富士山本宮浅間大社は歴史の有名
人からとても大切にされてきました

源頼朝は流鏑馬を奉納しました

武田信玄は桜の木を奉納しました

徳川家康は建物を奉納しました



ふ　　 じ　 　さん　 ほん　 ぐう　 せん　 げん　 たい　 しゃ

ふん　か

ふん　か しず

すい

あ さ ま の お お

かみ

にん

やまとたけるのみこと

さかのうえ た　むら　 ま　 ろ

しゃ　でん

よう がん

けい だい

ほう　ふ

わく　たま　いけ

しん せい すい げん

とく がわ

いえ やす

せん げん づくほん でん

わく　たま　いけ

富士山本宮浅間大社は歴史の有名
人からとても大切にされてきました

源頼朝は流鏑馬を奉納しました

武田信玄は桜の木を奉納しました

徳川家康は建物を奉納しました



ふん　か

あ さ ま の お お か み

げん ぐう

ふ　 じ　さん ほん ぐう　せん げん たい しゃ　　　さと みや

やま みや　ご　しん　こう

のう

おう ふく

ぎょう しゅうかく

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（儀式に使
う剣のようなもの）

御神幸道の

石碑

かた

みち すじ

せき ひ

やま　 みや　 せん　 げん　 じん　 じゃ

かつ

しゅひょう

収穫

ほん　でん

よう

はい じょ

やく わり

よう がん

溶岩

本殿はドコ！？
ほん でん



ふん　か

あ さ ま の お お か み

げん ぐう

ふ　 じ　さん ほん ぐう　せん げん たい しゃ　　　さと みや

やま みや　ご　しん　こう

のう

おう ふく

ぎょう しゅうかく

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（儀式に使
う剣のようなもの）

御神幸道の

石碑

かた

みち すじ

せき ひ

やま　 みや　 せん　 げん　 じん　 じゃ

かつ

しゅひょう

収穫

ほん　でん

よう

はい じょ

やく わり

よう がん

溶岩

本殿はドコ！？
ほん でん



しん こう

しん ぶつしゅうごう

まつ だい しょう にん きび

しゅぎょう さん ちょう だい にち　にょ　らい

だい にち　　じ

しゅ げん

ふん　か

しゅ げん　しゃ

こう

ほう　じ

しん ぶつ ぶん　り　れい

ぶつ　ぞう

い　 し

しゅ げん　しゃ し　せつ

しん せい

ご　　ま　　だん

むら　 やま　 せん　 げん　 じん　 じゃ

　
昔
、
末
代
上
人
は
駿
河
の

国
で
修
行
し
な
が
ら
、
富
士

山
に
登
る
日
を
夢
見
て
い

ま
し
た
。

　
末
代
上
人
は
願
い
を
叶

え
、
富
士
山
に
数
百
回
も

登
っ
て
修
行
し
ま
し
た
。

神様になったお坊さん

　
末
代
上
人
の
よ
う
に
修

行
し
よ
う
と
、
村
山
に
は
た

く
さ
ん
の
お
坊
さ
ん
が
集
ま

り
ま
し
た
。

　
い
つ
の
頃
か
ら
か
、
末
代

上
人
は
、
富
士
山
と
登
山
者

を
守
る
神
様
に
な
り
ま
し

た
。



しん こう

しん ぶつしゅうごう

まつ だい しょう にん きび

しゅぎょう さん ちょう だい にち　にょ　らい

だい にち　　じ

しゅ げん

ふん　か

しゅ げん　しゃ

こう

ほう　じ

しん ぶつ ぶん　り　れい

ぶつ　ぞう

い　 し

しゅ げん　しゃ し　せつ

しん せい

ご　　ま　　だん

むら　 やま　 せん　 げん　 じん　 じゃ

　
昔
、
末
代
上
人
は
駿
河
の

国
で
修
行
し
な
が
ら
、
富
士

山
に
登
る
日
を
夢
見
て
い

ま
し
た
。

　
末
代
上
人
は
願
い
を
叶

え
、
富
士
山
に
数
百
回
も

登
っ
て
修
行
し
ま
し
た
。

神様になったお坊さん

　
末
代
上
人
の
よ
う
に
修

行
し
よ
う
と
、
村
山
に
は
た

く
さ
ん
の
お
坊
さ
ん
が
集
ま

り
ま
し
た
。

　
い
つ
の
頃
か
ら
か
、
末
代

上
人
は
、
富
士
山
と
登
山
者

を
守
る
神
様
に
な
り
ま
し

た
。



せき　ひ

よう がん どう

は　 せ　がわ かくぎょう

せん げん だい ぼ さつ

せき　ひ

あ　づま

いの

かがみ

ふ　　じ　こう

しん こう

さんちょう

つ

ぱん

す ばしりぐち

こう

１～２

ひと あな　 　ふ　　 じ　　こう　　い　 せき

かく ざい しゅ ぎょう

おとず

　
忠
常
と
家
来
が
人
穴

に
入
る
と
、
途
中
で
大
き

な
川
が
あ
り
前
に
進
め

な
く
な
り
ま
し
た
。

　
第
２
代
将
軍
の
源
頼

家
は
、
富
士
の
巻
狩
の
と

き
、新
田
四
郎
忠
常
に
人
穴

の
探
検
を
命
じ
ま
し
た
。

　
突
然
、
川
の
向
こ
う
か

ら
不
思
議
な
光
が
当
た

り
、
家
来
た
ち
は
次
々
に

死
ん
で
し
ま
い
ま
し
た
。

　
忠
常
は
、
霊
の
教
え

で
、
将
軍
か
ら
も
ら
っ
た

剣
を
川
に
投
げ
入
れ
、
な

ん
と
か
逃
げ
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

人穴の探検



せき　ひ

よう がん どう

は　 せ　がわ かくぎょう

せん げん だい ぼ さつ

せき　ひ

あ　づま

いの

かがみ

ふ　　じ　こう

しん こう

さんちょう

つ

ぱん

す ばしりぐち

こう

１～２

ひと あな　 　ふ　　 じ　　こう　　い　 せき

かく ざい しゅ ぎょう

おとず

　
忠
常
と
家
来
が
人
穴

に
入
る
と
、
途
中
で
大
き

な
川
が
あ
り
前
に
進
め

な
く
な
り
ま
し
た
。

　
第
２
代
将
軍
の
源
頼

家
は
、
富
士
の
巻
狩
の
と

き
、新
田
四
郎
忠
常
に
人
穴

の
探
検
を
命
じ
ま
し
た
。

　
突
然
、
川
の
向
こ
う
か

ら
不
思
議
な
光
が
当
た

り
、
家
来
た
ち
は
次
々
に

死
ん
で
し
ま
い
ま
し
た
。

　
忠
常
は
、
霊
の
教
え

で
、
将
軍
か
ら
も
ら
っ
た

剣
を
川
に
投
げ
入
れ
、
な

ん
と
か
逃
げ
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

人穴の探検



わき みず

は　 せ　がわ　かくぎょう しゅぎょう

ふ　 じ　こう

じきぎょう み ろく

な

せき　ひ

みなもとのよりとも

き　 ぼ いくさ くん れん

おとず

まき　が

ひめ

つむ

びん かみ

しら いと　 の　 たき

にじ つつ

みちび

富士講の人たちが建てた
石碑が残っているよ！

長谷川角行は江戸時代の人で全国
各地を旅して修行しました

白糸の滝でも厳しい修行をしました

人穴や白糸の滝での修行を1000日
も繰り返し悟りをひらきました

やがて人穴での修行をはじめます
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